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③ 調査・対策選定フローの策定

各々の径間の劣化・損傷状況に応じた対策を体系的に判定するため
の、調査・対策選定フローを策定する。

ＰＣ桁の間詰対策検討内容
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① 検討の背景

② 現状の損傷状況を考慮したFEM解析

現状の損傷状況を踏まえ、鋼板接着補強のみによる対策の適用範囲
を定めるにあたり、既往の検討のみでは不足すると考えられる点につ
いて、解析的検討（FEM解析）を実施する

④ 間詰め部落下対策補強構造の検討

鋼板接着補強のみによる対策では対応が難しいと考えらえる径間につ
いては、新たな間詰め部落下対策補強構造を検討する。
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①検討の背景
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各検討の位置付け

対象PCT桁

調 査

判 定
・残存プレストレス
・間詰め部の損傷

従来工法による
鋼板接着補強

間詰め部落下
対策補強

②FEM解析

④間詰め部落下対策
補強構造の検討

③調査･対策選定フローの策定

※プレストレスの著しい低下

※右以外
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③調査・対策選定フローの策定

 従来より展開されてきた鋼板接着補強のみによる対策【対策A】を基本とするが、
同対策では十分でないと考えられる径間に対しては、間詰め部落下補強対策【対
策B】を実施する。これらの対策選定を行うために、必要な調査および判定値を
整理した調査・対策選定フローを策定した。

START

１．外観変状詳細調査（近接目視・打音調査）

PC鋼材の状態を
直接目視確認できる

外観の状態から
プレストレス低下の可能性が

高いと判断できる

２．小径削孔＋CCD調査（グラウト充填状況・PC鋼材腐食状況）

３．残存プレストレスの推定（PC鋼材腐食状況より推定）

残存プレストレスが0と
評価されるパネルがある

【対策A】
従来工法による鋼板接着補強

【対策B】
間詰め部落下対策補強

YES

YES

NO※

※対策は径間内の他のパネル
の残存プレストレスの評価
を踏まえて決定する。

1-1

1-2

YES

NO
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まとめ

START

１．外観変状詳細調査（近接目視・打音調査）

PC鋼材の状態を
直接目視確認できる

外観の状態から
プレストレス低下の可能性が

高いと判断できる

２．小径削孔＋CCD調査（グラウト充填状況・PC鋼材腐食状況）

３．残存プレストレスの推定（PC鋼材腐食状況より推定）

残存プレストレスが0と
評価されるパネルがある

【対策A】
従来工法による鋼板接着補強

【対策B】
間詰め部落下対策補強

YES

YES

NO

1-1

1-2

• 間詰め部のひび割れを考慮したFEM解析を実施し、調査・補
強のフローと実構造物で把握可能な従来工法（鋼板接着補
強）の適用範囲を定めた。

• 従来工法が適用範囲外の場合の補強方法を定めた。

NO

YES


